
経営理念
Mission

Vision

Nittoグループの使命（Mission）、
その実現に向けた考え方を示すVision、

さらには実践するべき価値観で形づくられたThe Nitto Way。
これらを体系化したものが、Nittoグループの経営理念です。

The Nitto Way

新しい発想でお客様の価値創造に貢献します。
Nittoグループは、お客様のお役に立つ製品・システム・アイデアを、徹底して追求する姿勢を常に忘れずにいたいと考えてい

ます。直接関わるお客様はもちろんのこと、その先にあるすべてのステークホルダーの方々に、安全と繁栄、快適さ、そして豊

かさをお届けすることが、私たちの使命（Mission）です。

Creating Wonders
「Mission：新しい発想でお客様の価値創造に貢献します。」を実現するため、全世界のNittoグループ役職員が持つべき考え

方が、「Creating Wonders」です。

一人ひとりが驚きと感動を生み出すことに果敢に挑戦する、すなわち、「Creating Wonders」を日々実践し、さまざまな分

野で世界を変える原動力を生み出し続けていく、これが私たちのビジョン（Vision）です。

「The Nitto Way」はNittoグループが目指す未来の姿を実現するために、Nittoグループの従業員が大切にすべきもの・判

断基準を示した価値観を明文化したものです。

Nittoグループの全従業員が「The Nitto Way」を理解し、安心・安全に活き活きと働くことで、「Mission：新しい発想でお

客様の価値創造に貢献します。」および「Vision：Creating Wonders」の実現を目指します。

安全
安全をすべてに優先します。
持続可能性
社会や自然との調和に努め、持続可能な未来を切り拓きます。
多様性と人権
誠実さと謙虚さを大切に、すべての人々の多様性と権利を尊重します。
お客様
地球環境、人類、社会もお客様と捉え、驚きと感動を提供します。
変化の先取り
現場に身を置き、変化を先取る力を磨きます。
チャレンジ
失敗を恐れず、チャレンジし続けます。

三新活動
三新活動を通じ、イノベーションを起こします。
ニッチトップ
ニッチトップ製品をOne-Nittoで創出します。
スピードと完成度
スピーディーに動き、チームワークでやり遂げます。
組織風土
オープン・フェア・ベストで行動します。
自己変革
一人ひとりの成長がチームの成長につながると信じ、自己変革に努め
ます。
当事者意識
一人称で考え、主体的に行動します。
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編集方針
Nittoグループはステークホルダーの皆様に「社会課題の解決と経済価値の創造の両立」に向けた取組みをお伝えすべく統合報告書を
発行しています。
Nittoグループの全体像をご理解いただけるよう、本報告書では成長の軌跡と現在の姿、将来に向けてどのように価値を共創するかに
ついてまとめています。詳細・関連情報につきましては、ウェブサイトで開示していますので併せてご参照ください。
本報告書は日本語および英語で発行しており、ウェブサイトからも閲覧いただけます。

対象範囲
Nittoおよび子会社87社、関連会社1社を含む89社

（2026年3月31日時点）

対象期間
2025年度（2025年4月1日～2026年3月31日）
一部、同期間以外の実績も含みます。

参考ガイドライン
本報告書は、以下のガイドラインを参照しています。
・「Global Reporting Initiative（GRI）スタンダード」　

GRI対照表 https://www.nitto.com/jp/ja/sustainability/index/gri/
・IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」
・「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス 2.0」
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知財戦略
前中期経営計画「Nitto for Everyone 2025」の総括
2030年目指す姿に向けて
新中期経営計画「Nitto RISE 2028」
新中計  ダブル認定による新しい成長の実現
ダブル認定製品の事例
座談会（ダブル認定が生む、新たな成長ステージ）
CHROが語る人財戦略
新中計  人的資本経営
新中計  デジタル利活用
座談会（価値創造を加速するデジタル利活用）
新中計  脱炭素経営
気候変動課題への対応
自然関連課題への対応
セグメントの業績概況
セグメント別戦略
安全なモノづくり
人権の支持と尊重
サプライチェーンの強靭化

社外取締役座談会
取締役・監査役紹介
指名・報酬諮問委員会 議長メッセージ
コーポレートガバナンス
コンプライアンスの向上
リスクマネジメント

10年間の業績概要
株主・株式情報
社会貢献活動
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Nittoグループの歩み

売上高※推移
〈単体〉　■海外売上高 ■国内売上高
〈連結〉　■海外売上高 ■国内売上高

※2014年度より国際会計基準（IFRS）を導入したため、それ以降は「売上収益」を示しています。
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1918 電気絶縁用
ワニスクロステープ

1964 両面接着
テープ

両面
テープ 1987 熱はく離シート

「リバアルファ™」

1996 精密回路付き薄膜金属
ベース基板「CISFLEX™」

2005
核酸合成用
ポリマービーズ

「NittoPhase™」

2002 低VOC
両面テープ 2024 電気剥離

テープ2004
半導体用
プロセステープ

「エレップマウント™」

1961 表面保護用
ビニルシート「SPV™」表面保護 1992 自動車塗膜用

保護フィルム 1998 電子・光学用表面保護材
「E-MASK™」

1975 粘着偏光板 1989 位相差板 2007「ロールトゥー
パネル™」1982 車載用

高耐久偏光板

1983 経皮吸収型
テープ製剤

1981 フッ素多孔質膜
 「TEMISH™」 1998 内圧調整部品

「CAPSEAL™」 2011 モバイル用
「TEMISH™」通音膜

1983 光半導体用
封止樹脂

1951 電線用ワニス

2020 高精度基板

2011 核酸医薬
受託製造

偏光板

1967 医療用粘着シート
（救急絆創膏）

医療
ヘルスケア

1961 フッ素樹脂製品
「ニトフロン™」

フッ素
樹脂

1924 電気絶縁用
ワニスワニス

2022 車載ディスプレイ用
反射防止フィルム

スパッタ
技術

1975 逆浸透（RO）膜

1995 絶縁紙

2010 NF膜
NANO-SW 2019 ZLD（排水ゼロ化）用途

RO膜分離膜

1952
ガラスクロス

1957
注・成型品絶縁材料

1965 エポキシ樹脂製品
（Eペレット）封止材料

1973 フレキシブル
回路基板ポリイミド

多核化と海外展開 Global Niche TopTM戦略
を打ち出す

ブランドスローガン
「Innovation for Customers」基礎づくりの時代 第2の創業期 工業材メーカーとしての出発 Nitto流

ESG戦略の実践

1946
電気絶縁用
テープ

1951 ビニル
テープ 1983 フロアクリーナー

「コロコロ™」 2001 光学用透明
粘着シート「LUCIACS™」

2013 超薄型
偏光板

1985 透明導電性フィルム
「エレクリスタ™」

2013 車載用絶縁
放熱シート
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